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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体操作部に基端側を連結した挿入部の先端側に、撮像光学系の観察窓と、複数の照明
光学系の光照射窓とを配置した内視鏡であって、
　前記複数の照明光学系のうち前記光照射窓を前記観察窓の近くに配置した第１の照明光
学系による出射光の光照射角が、該第１の照明光学系よりも前記観察窓に対して遠くに配
置した第２の照明光学系による出射光の光照射角より広く、
　前記第１の照明光学系の出射光量が、前記第２の照明光学系の出射光量より少ない内視
鏡。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡であって、
　前記照明光学系が、光源と、該光源から前記光照射窓まで導光する導光性繊維束からな
るライトガイドと、前記光照射窓と前記ライトガイドとの間に配置された光学機能部材と
を備え、
　前記光学機能部材の光学特性に応じて前記光照射角が設定された内視鏡。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２記載の内視鏡であって、
　前記第１の照明光学系の設置数が、前記第２の照明光学系の設置数より少ない内視鏡。
【請求項４】
　請求項２又は請求項３記載の内視鏡であって、
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　前記ライトガイドの一端側を前記光源側に配置し、他端側を前記第１の照明光学系およ
び第２の照明光学系のそれぞれへ分岐させて配置した内視鏡。
【請求項５】
　請求項４記載の内視鏡であって、
　前記第１の照明光学系のライトガイドの繊維束径より前記第２の照明光学系のライトガ
イドの繊維束径が太くされた内視鏡。
【請求項６】
　請求項４または請求項５記載の内視鏡であって、
　前記ライトガイドと前記光源との間に前記ライトガイドへの光導入量を調整する照明光
量調整手段が配置され、
　該照明光量調整手段は、前記第２の照明光学系の光量を前記第１の照明光学系よりも先
に増減させる機能を有する内視鏡。
【請求項７】
　請求項１～請求項６のいずれか１項記載の内視鏡であって、
　前記光学機能部材が凹レンズを含んで構成された内視鏡。
【請求項８】
　請求項７記載の内視鏡であって、
　前記第２の照明光学系の前記光学機能部材が平行平面板である内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被観察領域を撮像する撮像光学系と被観察領域を照明する照明光学系とを備
えた内視鏡に関し、特に、被観察領域の近傍から遠方にかけて均一に照明する技術に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　狭小な暗部に細長い挿入部を挿入して内部の情報を得るものに内視鏡があり、医療、工
業分野に広く用いられている。例えば体腔内に挿入される医療用の内視鏡（特許文献１，
２参照）は、挿入部の先端面に観察窓と、この観察窓からの視野範囲に照明光を照射する
光照射窓が設けられる。内視鏡の挿入部は先端面が円形状となり、その面内に、大径円形
状の鉗子口と、それより小径の観察窓を有する。したがって、限られた面積で、効率的な
スペーシングを図るため、光照射窓は、一対のものが小径円形状の観察窓を挟んで配設さ
れることが多い。
【０００３】
　挿入部の先端には湾曲部が設けられ、湾曲部は内視鏡の本体操作部に設けられた操作部
を操作することで湾曲される。湾曲部の湾曲により挿入部の先端面内に設けられた観察窓
は、湾曲方向に向けられる。これにより、術者は、体腔内において、観察窓を管空内壁に
近接した状態での観察を行うことができる。
【０００４】
　ところで、体腔内に挿入される内視鏡では、挿入前方の状況を把握可能にして、挿入を
円滑かつスムースに行えることが必要となる。特に、樹枝状に分岐する気管支等への挿入
時には、予め観察対象の位置情報を把握している場合、前方で分岐する左右の気管支を、
先々迅速に把握しながら、患部へ達する管空に進入して行かなければならない。このため
、照明光学系は、管空奥側を視認可能に照射する光量を備えるとともに、近接観察対象を
良好に照射する照明機能の双方を兼ね備える重要なものとなる。
【０００５】
　例えば、従来の照明光学系は、図９（ａ）に示すように、挿入部１において、不図示の
撮像光学系を挟み等距離で一対のライトガイド３ａ，３ｂが配設され、それぞれの先端に
凹レンズ５ａ，５ｂが設けられ、その表面が光照射窓７ａ，７ｂとなっている。凹レンズ
５ａ，５ｂは不図示の光源から導かれてライトガイド３ａ，３ｂの先端から出射される光



(3) JP 5075658 B2 2012.11.21

10

20

30

40

50

を所定の光照射角に広げることで、近傍と遠方との双方を照明していた。
【特許文献１】特開２００１－１６６２２３号公報
【特許文献２】特開２００５－１７７０２５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、撮像光学系を挟み等距離で設けられ、凹レンズ５ａ，５ｂによってライ
トガイド３ａ，３ｂからの光を所定の光照射角で広げていた照明光学系は、挿入部１の先
端から距離ｄで近接した光照射面Ａ－Ａでは、図９（ｂ）に示す観察画像表示領域９にお
いて、双方の照明領域Ｓａ，Ｓｂによっても照明されない暗部Ｋが明部Ｍａ，Ｍｂの間に
生じた。暗部領域Ｋが生じる照明光学系の構成では、光量の観点から見れば、照明光量を
増大させると、図１０に示す管空１１の遠方１３を明るく照明できるが、近傍に位置する
観察対象１５の観察映像１７にハレーションＨａ，Ｈｂが生じる。一方、照明光量を減少
させると、近傍の映像にハレーションは生じないが、遠方１３が暗くなった。また、光照
射角の観点から見れば、照射角度を広げると、近傍領域は広く照明できるが、遠方に光が
到達しなくなり、暗部Ｋが生じ易くなる。一方、照射角度を狭めると、遠方１３は照明で
きるが、近傍全体を照明できず、照度ムラが顕著に生じた。
　本発明は上記状況に鑑みてなされたもので、近傍から遠方にかけて均一な照明が行える
内視鏡を提供し、もって、ハレーションや照明不足を生じ難くし、遠近双方の観察で明瞭
な画像が得られるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る上記目的は、下記構成により達成される。
（１）本体操作部に基端側を連結した挿入部の先端側に、撮像光学系の観察窓と、複数の
照明光学系の光照射窓とを配置した内視鏡であって、
　前記複数の照明光学系のうち前記光照射窓を前記観察窓の近くに配置した第１の照明光
学系による出射光の光照射角が、該第１の照明光学系よりも前記観察窓に対して遠くに配
置した第２の照明光学系による出射光の光照射角より広く、
　前記第１の照明光学系の出射光量が、前記第２の照明光学系の出射光量より少ない内視
鏡。
【０００８】
　この内視鏡によれば、近くを観察するときには第１の照明光学系による広い光照射角で
視野範囲の全域に照明光が照射されるとともに、管空奥側を観察するときにはそれよりも
狭い光照射角の第２の照明光学系にて遠方に照明光がスポット的に照射され、遠近で異な
る照明要請に対し、それぞれで最適な照明光が照射できる。
　また、この内視鏡によれば、観察窓の近くに配設された第１の照明光学系の光照射窓か
ら照射される出射光が、第２の照明光学系より適宜に抑制された光量となり、近接時に観
察画像表示領域の中央部から隅部の全てにおいて、ハレーションの生じない適宜な明るさ
が得られる。つまり、第１の照明光学系が近接観察対象用に特化される。
【０００９】
（２）　（１）記載の内視鏡であって、
　前記照明光学系が、光源と、該光源から前記光照射窓まで導光する導光性繊維束からな
るライトガイドと、前記光照射窓と前記ライトガイドとの間に配置された光学機能部材と
を備え、
　前記光学機能部材の光学特性に応じて前記光照射角が設定された内視鏡。
【００１０】
　この内視鏡によれば、所望の光学特性を有する光学機能部材を配置することで、光源、
ライトガイドに変更を加えることなく、第１の照明光学系、第２の照明光学系の光照射角
が、所望の角度にそれぞれ簡素な構造で簡便に設定できる。また、光照射角の変更も光学
機能部材の交換のみにより容易に対応可能となる。
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【００１３】
（３） （１）または（２）に記載の内視鏡であって、
　前記第１の照明光学系の設置数が、前記第２の照明光学系の設置数より少ない内視鏡。
【００１４】
　この内視鏡によれば、近接観察時、光照射角が広く、必要最小数の第１の照明光学系に
て照明がなされ、実効が少なく、又はハレーションの原因となる不要な照明光が近傍照明
用から排除（必要最小数で設定）され、挿入部の小径化に有利となる。
【００１５】
（４） （２）または（３）に記載の内視鏡であって、
　前記ライトガイドの一端側を前記光源側に配置し、他端側を前記第１の照明光学系およ
び第２の照明光学系のそれぞれへ分岐させて配置した内視鏡。
【００１６】
　この内視鏡によれば、多数本の光ファイバからなる繊維束の基端側となる一端側に光源
からの光が入射され、先端側となる他端側が複数の繊維束に分岐されることで、分岐され
た光ファイバの数、すなわち、繊維束径に略比例して光源からの光量が各分岐繊維束へ分
配され、簡素な構造で、所望位置に所望光量の光出射面が形成できる。
【００１７】
（５） （４）に記載の内視鏡であって、
　前記第１の照明光学系のライトガイドの繊維束径より前記第２の照明光学系のライトガ
イドの繊維束径が太くされた内視鏡。
【００１８】
　この内視鏡によれば、第１の照明光学系のライトガイドより第２の照明光学系のライト
ガイドの繊維束径が太く、すなわち、多数本の光ファイバで形成され、近傍照明用ライト
ガイドより、遠方照明用ライトガイドの光量が簡単な構造で増加される。
【００１９】
（６） （４）または（５）に記載の内視鏡であって、
　前記ライトガイドと前記光源との間に前記ライトガイドへの光導入量を調整する照明光
量調整手段が配置され、
　該照明光量調整手段は、前記第２の照明光学系の光量を前記第１の照明光学系よりも先
に増減させる機能を有する内視鏡。
【００２０】
　この内視鏡によれば、近接観察対象への照明時、観察画像領域に遠方照明用の照明光が
入ることにより生じるハレーションが、照明光量調整手段の光量減少操作により、最初に
除去されて行くこととなり、明瞭画像の障害となる過剰照明光のみが優先的に排除できる
。
【００２１】
（７） （１）～（６）のいずれか１つに記載の内視鏡であって、
　前記光学機能部材が凹レンズを含んで構成された内視鏡。
【００２２】
　この内視鏡によれば、所望曲率の凹レンズが用いられることで、ライトガイドからの出
射光が、凹レンズのみを介装することにより簡単な構造で所望の光照射角に広げられる。
【００２３】
（８） （７）に記載の内視鏡であって、
　前記第２の照明光学系の前記光学機能部材が平行平面板である内視鏡。
【００２４】
　この内視鏡によれば、遠方照明用として、第１の照明光学系より狭い光照射角となる第
２の照明光学系の光学機能部材として、平行平面板が用いられることで、ライトガイドか
ら出射される出射光の広がりのまま、すなわち、不必要に広げられずスポット光に適した
広がりのまま照明光が照射される。また、平行平面板にて光照射窓が密閉されることで、
外部からライトガイド側への水分の進入が阻止される。
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【発明の効果】
【００２５】
　本発明に係る内視鏡によれば、複数の照明光学系のうち光照射窓を観察窓の近くに配置
した第１の照明光学系による出射光の光照射角が、この第１の照明光学系よりも観察窓に
対して遠くに配置した第２の照明光学系による出射光の光照射角より広く設定されるので
、近くを観察するときには第１の照明光学系による広い光照射角で視野範囲の全域に照明
光を照射できるとともに、管空奥側を観察するときにはそれよりも狭い光照射角の第２の
照明光学系にて遠方に照明光をスポット的に照射できる。この結果、近傍から遠方にかけ
て均一な照明が行え、撮像画像にハレーションや照明不足を生じ難くして、遠近双方の観
察で明瞭な画像を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、本発明に係る内視鏡の好適な実施の形態について、図面を参照して詳細に説明す
る。
　図１は本発明に係る内視鏡が用いられる内視鏡システム構成図である。
　内視鏡システム２１は、主に、内視鏡１００、光源装置２３、プロセッサ２５、モニタ
２７で構成される。
【００２７】
　内視鏡１００は、本体操作部２９と、この本体操作部２９に連設され、体腔内に挿入さ
れる挿入部３１とを備える。本体操作部２９には、ユニバーサルケーブル３３が接続され
、このユニバーサルケーブル３３の先端にＬＧ（ライトガイド）コネクタ３５が設けられ
る。
【００２８】
　図２は図１に示した内視鏡の拡大平面図である。
　本体操作部２９には、送気・送水ボタン４５、吸引ボタン４７、シャッターボタン４９
、及び機能切替ボタン５１が並設されるとともに、一対のアングルノブ５３，５４が設け
られる。
【００２９】
　挿入部３１は、本体操作部２９側から順に軟性部５５、湾曲部５７、及び先端部５９で
構成され、湾曲部５７は、本体操作部２９のアングルノブ５３，５４を回動することによ
って遠隔的に湾曲操作される。これにより、先端部５９を所望の方向に向けることができ
る。
【００３０】
　図３は挿入部の正面視を（ａ），（ａ）のＰ－Ｐ断面視を（ｂ）で表した挿入部拡大図
である。
　先端部５９の先端面６１には、撮像光学系のレンズ部分、照明光学系である第１の照明
光学系３７および第２の照明光学系３９の光出射部分、鉗子口６５の他、不図示の送気・
送水ノズル等が設けられる。鉗子口６５は、図１の鉗子挿入部６７に連通され、鉗子挿入
部６７から鉗子等の処置具を挿入することによって、この処置具を導出することができる
。
【００３１】
　内視鏡１００は、挿入部３１の先端面６１に、撮像光学系の観察窓６９と、第１の照明
光学系３７の光照射窓７１と、第２の照明光学系３９の光照射窓７３とを配置している。
ここで、光照射窓７１と観察窓６９の離間距離Ｌ1は、光照射窓７３と観察窓６９の離間
距離Ｌ2よりも小さく設定されている（Ｌ1＜Ｌ2）。つまり、第１の照明光学系３７の光
照射窓７１が、観察窓６９に近接配置されている。
【００３２】
　図４は第１，第２の照明光学系における光照射角を表した挿入部断面図である。
　これら照明光学系３７，３９のうち光照射窓７１を観察窓６９（図３参照）の近くに配
置した第１の照明光学系３７による出射光Ｓ1の光照射角θ1は、第１の照明光学系３７よ
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りも観察窓６９に対して遠くに配置した第２の照明光学系３９による出射光Ｓ2の光照射
角θ2より広く設定されている。
【００３３】
　照明光学系３７，３９は、光源である光源装置２３（図１参照）と、この光源装置２３
から光照射窓７１，７３まで導光する導光性繊維束からなるライトガイド７５，７７と、
光照射窓７１，７３とライトガイド７５，７７との間に配置された光学機能部材である凹
レンズ７９，８１とにより構成されている。照明光学系３７，３９は、凹レンズ７９，８
１の光学特性に応じて上記光照射角θ1，θ2に設定される。つまり、所望曲率の凹レンズ
７９，８１が用いられることで、ライトガイド７５，７７からの出射光Ｓ1，Ｓ2は、簡単
な構造で所望の光照射角に広げられるようになっている。
【００３４】
　したがって、照明光学系３７，３９では、所望の光学特性を有する凹レンズ７９，８１
を配置することで、光源装置２３、ライトガイド７５，７７に変更を加えることなく、第
１の照明光学系３７、第２の照明光学系３９の光照射角θ1，θ2が、所望の角度にそれぞ
れ簡素な構造で簡便に設定できる。また、光照射角の変更も凹レンズ７９，８１の交換の
みにより容易に対応可能となっている。
【００３５】
　図５は内視鏡の要部とこれに接続される照明光量調整手段とを概念的に表した照明光学
系の構成図である。
　撮像光学系６３は、内視鏡１００の先端部５９にＣＣＤ６２の実装された基板６４が配
置され、この基板６４には信号ケーブル６６が接続されて映像信号が取り出される。信号
ケーブル６６は挿入部３１、本体操作部２９、ユニバーサルケーブル３３等に挿通されて
電気コネクタ４３（図１参照）まで延設され、プロセッサ２５に接続される。ＣＣＤ６２
の受光面に結像されて電気信号に変換された観察像は、その電気信号が信号ケーブル６６
を介してプロセッサ２５に出力され、映像信号として処理される。これにより、プロセッ
サ２５に接続されたモニタ２７に観察画像が表示される。
【００３６】
　また、図１に示す内視鏡システム２１では、ＬＧコネクタ３５が光源装置２３に対して
着脱自在に連結され、第１の照明光学系３７、第２の照明光学系３９へ照明光が送られる
。凹レンズ７９，８１の後方にはライトガイド７５，７７の光出射端が配設されている。
このライトガイド７５，７７は、挿入部３１、本体操作部２９、ユニバーサルケーブル３
３に挿通され、ＬＧコネクタ３５内に光入射端が配設される。したがって、ＬＧコネクタ
３５を光源装置２３に連結することによって、光源装置２３から出射された照明光がライ
トガイド７５，７７を介して伝送され、光照射窓７１，７３（凹レンズ７９，８１）から
前方に照射される。なお、図５中、６８はプリズム、７０は撮像レンズを示す。
【００３７】
　ライトガイド７５，７７の基端となる一端側は、例えば約５千本の光ファイバー束から
なる一本のライトガイド８３として束ねられ、図１に示すＬＧコネクタ３５を介して光源
装置２３に接続される。ライトガイド８３の他端側は、図５に示す分岐部８５により第１
の照明光学系３７と、第２の照明光学系３９に分岐されている。これにより、多数本の光
ファイバからなる繊維束の一端側に光源装置２３からの光が入射されると、入射された光
は、他端側が複数（本実施の形態では２つ）の繊維束に分岐されることで、分岐された光
ファイバの本数（すなわち、繊維束径）に略比例して光源装置２３からの光量が各分岐繊
維束（第１の照明光学系３７、第２の照明光学系３９）へ分配される。このように、簡素
かつコンパクトな構造で、所望位置に所望光量の光出射面が形成されている。
【００３８】
　また、本実施の形態による照明光学系３７，３９では、第１の照明光学系３７の出射光
量が、第２の照明光学系３９の出射光量より少なく設定されている。すなわち、第１の照
明光学系３７のライトガイド７５の繊維束径より第２の照明光学系３９のライトガイド７
７の繊維束径の方が太くされている。例えば、撮像光学系６３に近い照明光学系のライト
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ガイド７５は２０００本程度、遠い照明光学系のライトガイド７７は３０００本程度とい
った具合に、照明光の照度を繊維束径によって異ならせている。第１の照明光学系３７の
ライトガイド７５より第２の照明光学系３９のライトガイド７７の繊維束径が太く、すな
わち、多数の光ファイバで形成されることで、近傍照明用ライトガイド７５より、遠方照
明用ライトガイド７７の光量が簡単な構造で増加される。
【００３９】
　これにより、観察窓６９の近くに配設された第１の照明光学系の光照射窓７１から照射
される出射光が、第２の照明光学系３９の光照射窓７３から照射される出射光より適宜に
抑制された光量となり、近接時に観察画像表示領域の中央部から隅部の全てにおいて、ハ
レーションの生じない最適な明るさが得られるようになっている。つまり、第１の照明光
学系３７が近接観察対象用に特化されている。
【００４０】
　なお、ライトガイド７５，７７は、先端部を例えば接着剤により固めることにより硬部
７５ａ，７７ａ（図３（ｂ）参照）が形成されている。ライトガイド７５，７７は、硬部
７５ａ，７７ａを凹レンズ７９，８１に突き当てて、光を硬部７５ａ，７７ａから凹レン
ズ７９，８１に導入して照射光を生成する。
【００４１】
　照明光学系３７，３９は、ライトガイド８３と光源装置２３の間に照明光量調整手段８
７を有する。照明光量調整手段８７は、シャッタ８９と、シャッタ駆動部９１とからなる
。ライトガイド８３の基端と、光源装置２３の光源９３との間には集光レンズ９５が設け
られ、集光レンズ９５は光源９３からの出射光を所定範囲に集束させる。シャッタ８９は
、このライトガイド８３の基端と集光レンズ９５との間に配設され、シャッタ駆動部９１
により光源出射光を横断する方向に移動される。
【００４２】
　照明光量調整手段８７は、第２の照明光学系３９の光量を第１の照明光学系３７よりも
先に増減可能に、次のように構成されている。ライトガイド７５，７７の繊維束は、上記
のように基端側で１本のライトガイド８３に束ねられている。これらライトガイド７５，
７７の繊維束を、ライトガイドの８３の基端面に均一に分散配置すると各ライトガイド７
５，７７が均等に光量制御されるが、本構成では敢えて不均一に分散配置している。
【００４３】
　具体的には、シャッタ８９の移動で最初に遮蔽・遮蔽解除される領域（図５のシャッタ
８９の待避側近くの領域）に、第２の照明光学系３９のライトガイド７７の光入射端に配
置割合を多くして分散配置させる。これにより、シャッタ８９が待避側から移動して遮光
を始めると、第２照明光学系３９のライトガイド７７が先に遮蔽され、シャッタ８９が待
避側へ移動し始めると、第２照明光学系３９のライトガイド７７が後で遮蔽を解放される
。したがって、第２の照明光学系３９の光量を第１の照明光学系３７よりも先に増減させ
ることが可能となる。
【００４４】
　これにより、遠方照明用の照度を確保するように設定された光量が近接観察対象に対し
て過大となってハレーションＨａ，Ｈｂ（図１０参照）が生じることを、遠方照明用の第
２の照明光学系３９の光量が先に絞られることで解消される。つまり、観察画像領域に遠
方照明用の照明光が入ることにより生じるハレーションＨａ，Ｈｂが、照明光量調整手段
８７の光量減少操作により、最初に除去されて、明瞭画像の障害となる過剰照明光のみが
優先的に排除できるようになっている。
【００４５】
　図６は管空内に挿入された発明に係る内視鏡の挿入部側面視を（ａ）、（ａ）にて撮像
された観察対象の画像を（ｂ）に表した説明図である。
　以上のように構成された内視鏡１００では、撮像光学系６３の観察窓６９に近い側の第
１の照明光学系３７は、光照射角を広げて近傍周辺が全体的に明るくなるように照明し、
かつ照度を落としてハレーションを防止している。これに対し、観察窓６９から離れた第
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２の照明光学系３９は、第１の照明光学系３７より照度を高めて、遠方であっても十分な
光量で撮像できるように照明する。
【００４６】
　つまり、撮像光学系６３に近い第１の照明光学系３７を近傍照明用、遠い第２の照明光
学系３９を遠方照明用とすることで、近傍から遠方にかけて均一な照明が行え、しかも撮
像画像にハレーションや照明不足の生じ難い構成にできる。これにより、近くを観察する
ときには第１の照明光学系３７による広い光照射角で視野範囲の全域に出射光Ｓ1が照射
されるとともに、管空奥側を観察するときにはそれよりも狭い光照射角の第２の照明光学
系３９にて遠方に出射光Ｓ2がスポット的に照射される。したがって、遠近で異なる照明
要請に対し、それぞれで最適な照明光が照射できる。その結果、図６に示すように、管空
１１の遠方１３を明るく照明できるとともに、近接領域である観察対象１５の近傍にハレ
ーションＨａ，Ｈｂ（図１０参照）が生じない鮮明な観察映像９９を得ることができる。
【００４７】
　したがって、上記構成の内視鏡１００によれば、複数の照明光学系３７，３９のうち光
照射窓７１を観察窓６９の近くに配置した第１の照明光学系３７による出射光Ｓ1の光照
射角θ1が、この第１の照明光学系よりも観察窓６９に対して遠くに配置した第２の照明
光学系３９による出射光Ｓ2の光照射角θ2より広く設定される。これにより、近くを観察
するときには第１の照明光学系３７による広い光照射角θ1で視野範囲の全域に照明光を
照射できるとともに、管空１１の奥側を観察するときにはそれよりも狭い光照射角θ2の
第２の照明光学系３９にて遠方に照明光Ｓ2をスポット的に照射できる。この結果、近傍
から遠方にかけて均一な照明が行え、撮像画像にハレーションや照明不足を生じ難くして
、遠近双方の観察で明瞭な観察映像９９を得ることができる。
【００４８】
　なお、本発明に係る内視鏡は上記した実施の形態による構成により限定的に解釈される
ものではなく、以下の変形例も含むものである。
　図７は平行平面板の設けられた変形例に係る内視鏡の挿入部断面図である。
　上記の実施の形態では、照明光学系３７，３９の双方の光学機能部材を凹レンズ７９，
８１としたが、照明光の広がらない遠方照射用のレンズは、凹レンズ８１の屈折度合いを
弱めることでもよく、図７に示す平行平板１０１であってもよい。
【００４９】
　このように、遠方照明用に、平行平面板１０１が用いられることで、ライトガイド７７
から出射される出射光Ｓ2の広がりのまま、つまり、不必要に広げられずスポット光に適
した広がりのまま照明光が照射される。また、この場合も平行平面板１０１により光照射
窓７３が密閉されるので、外部からライトガイド７７側への水分の進入が阻止される。
【００５０】
　図８は第２の照明光学系を複数備えた変形例に係る内視鏡の挿入部正面図である。
　上記の実施の形態では、光照射窓７１，７３が２つである場合を例に説明したが、本発
明に係る内視鏡は、光照射窓７１，７３が３つ以上の複数であってもよい。この場合にお
いても、第１の照明光学系３７における光照射窓７１の設置数は、第２の照明光学系３９
における光照射窓７３の設置数より少ないことが好ましい。例えば、３つの光照射窓が設
けられる場合には、観察窓６９に距離Ｌ1で最も近接する１つの光照射窓７１と、それよ
りも観察窓６９から遠い距離Ｌ2，Ｌ3で離間する２つの光照射窓７３Ａ，７３Ｂで構成さ
れる。
【００５１】
　このように、第１の照明光学系３７における光照射窓７１の設置数が第２の照明光学系
３９における光照射窓７３の設置数より少ないことで、近接観察時、光照射角が広く、必
要最小数の第１の照明光学系３７にて照明がなされ、実効が少なく、又はハレーションの
原因となる不要な照明光が近傍照明用から排除され、挿入部３１の小径化にも有利となる
。
【図面の簡単な説明】
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【００５２】
【図１】本発明に係る内視鏡が用いられる内視鏡システム構成図である。
【図２】図１に示した内視鏡の拡大平面図である。
【図３】挿入部の正面視を（ａ）、（ａ）のＰ－Ｐ断面視を（ｂ）で表した挿入部拡大図
である。
【図４】第１，第２の照明光学系における光照射角を表した挿入部断面図である。
【図５】内視鏡の要部とこれに接続される照明光量調整手段とを概念的に表した照明光学
系の構成図である。
【図６】管空内に挿入された発明に係る内視鏡の挿入部側面視を（ａ）、（ａ）にて撮像
された観察対象の画像を（ｂ）に表した説明図である。
【図７】平行平面板の設けられた変形例に係る内視鏡の挿入部断面図である。
【図８】複数の第２の照明光学系を備えた変形例に係る内視鏡の挿入部正面図である。
【図９】従来の内視鏡挿入部の断面視を（ａ）、（ａ）のＡ－Ａ断面視を（ｂ）に表した
説明図である。
【図１０】管空内に挿入された従来の内視鏡の挿入部側面視を（ａ）、（ａ）にて撮像さ
れた観察対象の画像を（ｂ）に表した説明図である。
【符号の説明】
【００５３】
　２９　本体操作部
　３１　挿入部
　３７　第１の照明光学系（照明光学系）
　３９　第２の照明光学系（照明光学系）
　６３　撮像光学系
　６９　観察窓
　７１，７３　光照射窓
　７５，７７　ライトガイド
　７９，８１　凹レンズ（光学機能部材）
　８７　照明光量調整手段
　９３　光源
１００　内視鏡
１０１　平行平面板
　Ｓ1、Ｓ2　出射光
　θ1、θ2　光照射角
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